
陳情第4号

携帯電話等中継基地局(5G及びそれ以外も含む基地局）設置に関する
条例制定についての陳情

（陳情趣旨）
2020 年3月下旬から第5世代移動通信システム(5G)が始まりました。 5G

は今まで使われてこなかったミリ波というエネルギーの強い電波を使いますが、
皮膚がん、 失明、 流産、 不妊、 発達障害などが増えたり、 昆虫や動植物にも影響
する可能性が指摘されています。 また、 ミリ波は電波の届く範囲が短いので、 各
携帯電話会社はそれぞれに 100 -----200 メ ートルごとに基地局を設置することにな
り住環境への弊害も出ています。 海外では街灯や屋根付きのバス停、 電柱などの
公共インフラに5G基地局が設置され、 近距離で強い電磁波に被曝することが問
題になっています。

従来の4Gに関しても、 私の測定器「RF3軸電磁波測定器TM-196」にて、
去年地域住民へ何ら周知もせずに建設した、 私、 山崎宅近くのUQコミュニケー

ションズ（株）の電柱式中継基地局を測定すると、 家に当たるマイクロ波出力密
度が0.6 -----0.02マイクロワット／平方センチメ ートル前後が常に当たっています。
中継基地局というのは、 携帯電話をアクセスすると突然に周辺では1~2桁台に
数値が跳ね上がるのが基地局と携帯電話との関係です。

電磁波マイクロワットで世界で一番厳しいオーストリアのザルツブルグ朴Iの規
制値は0.0001マイクロワット／平方センチメ ートル（室内）～0. 001マイクロワ
ット／平方センチメ ートル（室外）とされています。 この数値でも十分に電話機
能は大丈夫なのです。 それでも安全というわけでもありません。 電場強度も 600
ミリボルト／メ ートル前後常に移動しています。 説明書によると、 長期暴露に対
しては614ミリボルト／メ ートルの最大レベル以下が望ましいと書かれています。

私自身も耳鳴りが発症し続け、 家族たちもアレルギー反応が時々起こるので、
調べれば調べるほど疑い、 不安になります。 室内のWi-F i無線LANについ
ても怖いのでシールドクロスをかけ、 マイクロ波の数値を落とし、 使用時以外は
電源を切っています。 外の電力量を測るスマートメ ー タ ーに関しても無線部分は
撤去させています。 今年の3月に家の横に楽天モバイルの携帯電話基地局設置の
計画があったが、 断念してもらいました。 私のところに全国からの相談件数も増
え続けています。

地主に対しては撤去依頼の説明と、 通信会社にも撤去と測定依頼と対話交渉を
続けるが、 物別れに終わりました。 今後も撤去に向けて、 文章にて公開質問状を
出す準備を進めています。 同時に健康被害が心配なので、 防御対策として出窓内
側にアルミカバーを設置し、 今後は値段の高いシールドカー テンの設置をも考え
ています。
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